
《ベクレル、グレイ、シーベルトの説明》

（掲載ページ：教師用解説書P.12）

　　
シーベルト（Ｓｖ）
人体が受けた放射線に
よる影響の度合いを表す
単位
　放射線を安全に管理す
るための指標として用いら
れる。

ベクレル（Ｂｑ）
放射性物質が放射線を出す能力を表す単位
　１ベクレルとは、１秒間に一つの原子核が壊変（崩壊）※するこ
とを表す。
　例えば、３７０ベクレルの放射性カリウムは、毎秒３７０個の原
子核が壊変して放射線を出しカルシウムに変わる。
※壊変（崩壊）とは原子核が放射線を出して別の原子核に変わ
る現象のこと。

放射性物質

放射線

グレイ（Ｇｙ）
放射線のエネルギーが物質や人体の組織に
吸収された量を表す単位
　放射線が物質や人体に当たると、もっているエ
ネルギーを物質に与える。１グレイとは、１キログラム
の物質が放射線により１ジュール※のエネルギーを
受けることを表す。
※ジュール：エネルギーの大きさを表す単位



《身の回りの放射線被ばく》

（掲載ページ：教師用解説書P.12）

人工放射線

心臓カテーテル
（皮膚線量）

PET検査/1回

歯科撮影　　

放射線業務従事者の
年間線量限度

一般公衆の年間線量限度

ミリシーベルト（mSv）
放射線が人に対して、がんや遺伝性影響のリスクをどれくらい与えるのかを評価するための単位

放射線がものや人に当たった時に、どれくらいのエネルギーを与えたのかを表す単位
　グレイ（Ｇｙ） 

　10Ｇｙ

1Ｇｙ

0.1Ｇｙ

　100Ｇｙ 自然放射線

がん死亡が増えるという
明確な証拠はない

白内障
一時的脱毛

眼水晶体の白濁
造血系の機能低下

不妊

ブラジル／ポコスデカルダス
大地からの自然放射線（年間）

東京ーニューヨーク（往復）
（高度による宇宙線の増加）

1人当たりの自然放射線
（年間約1.5mSv（注））日本平均

1000mSv

100mSv

10mSv

1mSv

0.1mSv

0.01mSv

インド／
ケララ、チェンナイ（旧マドラス）
大地からの自然放射線（年間）

がん治療
（治療部位のみ
 の線量）

イラン／ラムサール
大地からの自然放射線（年間）

胸のX線集団検診（1回）　

胃のX線
精密検査（1回）　

1人当たりの自然放射線
（年間約2.4mSv）世界平均

CT/1回

宇宙から
0.4mSv

大地から
0.5mSv

空気中のラドンから
1.2mSv

食物から
0.3mSv

出典：（独）放射線医学総合研究所資料などより作成
（注）2005年に日本分析センターから2.2ミリシーベルトという数値が公表されている。



《放射線と生活習慣によってがんになる相対リスク》

（掲載ページ：教師用解説書P.12）

1.８倍

1.６倍

１．2９倍
１．22倍

１．19倍
１．１５～１．１９倍
１．１１～１．１５倍

１．０８倍

１．０６倍

要　因 がんになるリスク
1000～2000ミリシーベルトの
放射線を受けた場合

喫煙
飲酒（毎日3合以上）

痩せ過ぎ
肥満

200～５00ミリシーベルトの
放射線を受けた場合

運動不足
塩分の取り過ぎ

１00～２00ミリシーベルトの
放射線を受けた場合

野菜不足

出典：（独）国立がん研究センター調べ

※対象：40～69歳の日本人
　運動不足：身体活動の量が非常に少ない　野菜不足：野菜摂取量が非常に少ない

●放射線は、広島・長崎の原爆による瞬間的な被ばくを分析したデータ（固形がんのみ）
　であり、長期にわたる被ばくの影響を観察したものではない。
●その他は、国立がん研究センターの分析したデータである。

がんになるリスクの数値は、喫煙なら、非喫煙者など基準となるグルー
プと比べ、何倍がんになるリスクが高くなるか（相対リスク）を示している。


